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 本書は、平成 23 年度〜平成 25 年度の科学研究費補助金

（研究代表者 黒須 充、基盤研究（Ｃ））で取り組んだ、

「スポー ツクラ ブに 対する公 的助成 に関 する日独 比較研

究」の成果物であり、平成 25 年度福島大学学術振興基金助

成を受けて、創文企画より出版することができた（ 2014 年

２月 28 日 第１刷発行）。  
 本書は、序章、本論２部９章、終章で構成されている。  
 まず序章では、ドイツの地域スポーツ政策とスポーツク

ラブに関する基礎知識を整理し、スポーツクラブと行政と

の公共的な領域における協働の可能性について論述した。

第１部「地域スポーツ政策編」では、バーデン・ヴュルテ

ンベルク州、シュトゥットガルト市、ノルトライン・ヴェ

ストファーレン州、ミュルハイム・アン・デア・ルール市、

ケムニッツ市のスポーツ振興計画や 2020 年までの具体的

施策に関して言及した。  
 第２部「スポーツクラブ編」では、ドイツのスポーツク

ラブが、連帯共同体型かサービス事業体型かの学問的論争

（スポーツ社会学）を紹介し、第５章から第９章では、ド

イツのスポーツクラブを直接訪問し、クラブ代表者や関係

者にインタビューを行った内容を紹介した。  
 最後に終章では、ドイツにおける地域スポーツクラブの

新しいパースペクティブというテーマで、ドイツにおける

スポーツクラブの研究動向、スポーツクラブ研究から得ら

れた知見、スポーツクラブの社会公益性、そして文化的輸

出としてのドイツのクラブシステムについて論考した。  
 本書が、学生、研究者、スポーツ関係者、行政担当者等

の日独の地域スポーツ政策やスポーツクラブに対する関心

を喚起し、広く活用して頂ければと願っている。  

 




